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トッ プ > 大 高弘 > 大 高丸 Vol.307 ( 2016/06/01 ) 
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サン デー で 活躍 する まん が 家 の 先 生 た ちの 近況 報告 や 読者 の みん な へ の メッ セー ジ ! 
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記 較 前 2 日 向坂 46 届 


募 域 さ ん ちる の ま か か いて ん. 


ノイ 上 ' す で - 


画像 は アシ スタ ント さん た ち へ の 書き 買 き で す 。 

文章 だけ で の 指示 は 商 た い 印象 に な る か な と 思い 、 場 を 和 ま せよ うと し て 描き 足し た の が 、 左 下 の 微 妙 な 軟 
体 生 物 に な り ま す 。 

「 か わい い マ スコ ッ ト キ ャ ラ 」 の これ が 私 の 限界 で す 。 


NETFLIX オリ ジ ナ ル シ リ ー 


人 + 際 の 国 の 


今週 の マギ も よろ し く お 願 いし ます ! 

先週 号 で は アラ ジン た ちの 様子 が 描 宮 され まし た 。 

鬼 修 国 の 健彦 王 と その 部 下 は 、 当 初 は も う 少 し 早く コメ ディ ー の よう な シチュ エー ショ ン で 初 登場 させ る 予 
定 だ っ た 人 た ち で し た 。 し か し 煙 帝 国 編 は コメ ディ ー を や る 余裕 が 予想 以上 に な く な っ て し まい ( 主 に 白 龍 
と アリ ババ の せい ) 、 今 に な っ て の 立ち 回 り に な り ま す 。 

今後 に ご 期待 下さ い 。 
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